
令和８年度第２回教育委員会定例会 会議録 

 

 

 

１．開催日時    令和８年５月 20日（水）10：00 

 

２．場  所    中央公民館会議室 

 

３．出席した委員  奈良岡臣哉教育長、橋本篤哉職務代理、橋本聖一委員、齊藤夢子委

員、相内早苗委員 

 

４．欠席した委員  なし 

 

５．会議録署名委員の決定  橋本聖一 委員、相内早苗 委員 

 

６．会期の決定    本日１日  

 

７．議 事 

  議案第 17 号から議案第 20 号までの六ヶ所村教育支援委員会委員の委嘱について一括

議題とし学務課指導グループ原田グループマネージャーが説明を行った。学校教員など

人事異動等で変更となった委員について委嘱することを説明した。質疑では、橋本聖一

委員から教育支援委員会委員の構成はどのようになっているかとの質問があり、原田グ

ループマネージャーから委員長・副委員長として各校の校長１名ずつ、七戸養護学校教

諭１名、役場福祉課、こども支援課から各１名、医師２名、教職員を含め 14名の構成と

なっていることを説明した。他に質疑が無かったことから原案のとおり決定した。 

 議案第21号六ヶ所村教育支援委員会専門委員の委嘱について議題とし学務課指導グル

ープ原田グループマネージャーが説明した。WICS 等の知能検査や専門的な調査を行う専

門家として八戸市保健所の職員１名を委嘱することを説明した。質疑等特になかったた

め原案のとおり決定した。 

議案第22号六ヶ所村高等学校生通学費補助金交付要綱の一部を改正する訓令について

学務課佐々木課長補佐が説明を行った。質疑では、齋藤夢子委員から通学費については、

月額どのぐらいかかっているのかとの質問があり、佐々木課長補佐から例として、三沢

方面のバス通学は 44,000円程度、青森方面の電車通学は 9,900円程度となっていること

を説明。再度齋藤委員から、物価高でもあり保護者からもさらなる増額を求める声もあ

る。もう少し増額が出来ないか質問があり、佐々木課長補佐から現在高校の授業料は国

の制度で無償化されており、さらに、非課税世帯向けには県から通学費等の補助制度も

ある。今回は県が通学費補助の算定基準を参考に増額幅を決定したため現状はこの金額

で進めていきたいと考えていることを説明した。他に質疑等がなかったため原案のとお

り決定した。 

議案第 23 号から議案第 24 号社会教育委員及び公民館運営審議会委員の委嘱であり第



二中学校 PTA 会長交代に伴い新任の PTA 会長を新たに両委員として委嘱することを説明

した。質疑等は特になかったため原案のとおり決定した。 

 その他で学務課中岫課長が説明した。村内での熊出没状況を受けて、村福祉課や猟友

会と情報共有を図り、登下校時の見回り強化や学校周辺への忌避剤散布等児童生徒の安

全確保のため対応していることを説明した。次に学校規模適正化検討委員会及び関連予

算について説明した。令和８年度第１回村学校規模適正化検討委員会を開催し統合に向

けての専門部会設置や小学校統合に向けた配置検討も開始したことを報告した。予算関

係については、教職員の働き方改革を目的とした留守応答装置及び通話録音できる製品

の導入費を補正したほか、旧泊中学校解体工事実施設計費等を含む６月補正予算案を説

明した。指導グループからは、村内学校の様子等説明を行った。社会教育課橋本課長か

らは、第３球場の落成式典の様子や村民文化祭の日程変更について報告したほか、生涯

学習中期推進計画及びスポーツ推進計画の策定スケジュールが示され、スポーツを通じ

た関係人口の創出や、複合的に活用できる屋内運動施設の必要性について意見があった。 

 

以上ですべての会議を終了した。 

 

 

８．傍聴者 なし 

 

９．出席した職員 

 学務課  ：中岫課長、佐々木課長補佐、原田指導 GM、野月指導主事 

 社会教育課：橋本課長、尾ヶ瀬主事 

 千歳平地区公民館：工藤館長 

７名 

以上 

 


